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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、エンドペプチダーゼA1ファミリーに属する消化酵素ペプシンのタンパク質前駆体をコードしています。コードされている前駆体は胃の主細胞から分泌され、酸性条件下で自己触媒的に切断されて活性酵素を形成し、食物タンパク質の消化に作用します。この遺伝子は11番染色体上の関連遺伝子クラスターに存在し、各遺伝子は複数のペプシノゲンのいずれかをコードしています。血清中のペプシノゲン濃度は、萎縮性胃炎および胃癌のバイオマーカーとなる可能性があります。[RefSeq提供、2015年7月]、触媒活性：優先切断：P1およびP1'位の疎水性、好ましくは芳香族残基。インスリンB鎖の1-Phe-|-Val-2、4-Gln-|-His-5、13-Glu-|-Ala-14、14-Ala-|-Leu-15、15-Leu-|-Tyr-16、16-Tyr-|-Leu-17、23-Gly-|-Phe-24、24-Phe-|-Phe-25、および25-Phe-|-Tyr-26結合を切断します。,機能:特に広い特異性を示します。フェニルアラニンとロイシンを含む結合が優先されますが、他の多くの結合もある程度切断されます。,類似性:ペプチダーゼA1ファミリーに属します。,
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	パラフィン包埋ヒト肺癌組織におけるペプシン A 抗体の免疫組織化学分析。
	

	ペプシン A 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	ペプシンAポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット解析

